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登熟期の水稲籾の色彩特性

第 1報 色彩計による色彩特性の測定
佐々木次郎

(宮城県古川農業試験場 )

Color Characteristic of Paddy Rice Husk in Ripening Stage

l  Color characteristic of rice husk measured by Color Meter

Jiro SASAKI

(Mivagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Station)
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1 はじめに

水稲の刈取り適期は, ‐般的に標準色帖やカラーガイ

ドなどの色を基にして籾の黄化程度を肉眼で判定してい

る。この判定を,計測器等を利用し客観的に行った報告

は少ない。近赤外分析計による帯緑色籾歩合の計測例・

があるものの,現場で簡易に使える機器による判定が望

まれる。そこで,簡便で安価な色彩計を利用した籾色の

機械的な計測とその色彩特性について検討した。

2 試験方法

(1)供試試料

供試品種はひとめばれであり,IΠ宮城県農業センター

(名取 )及び古川農業試験場で栽培した試料を用いた。

供試試料の移植日,窒素施肥量,出穂期,籾数を表 1に

示した。登熟期間に 2株ずつ定期的に採取し,全籾を脱

粒した後,発育停止籾や不稔籾を除去するため1911mの

縦目網で飾い,供試籾とした。

表 1 供試試料の移植日,窒素施肥量,出穂期,籾数

2)籾の色調測定

供試籾の色調の測定には,土色計SPAD503(ミ ノルタ株

式会社 )を使用し,L*a*b*値 表色モー ドで籾色を計測

した。計測にあたっては,籾をビニル袋に入れ袋の上か

ら40同 ランダムに測定し, at値の平均値を籾色とした。

(〕 帯緑色籾歩合の調査及び籾水分の測定

色調を測定した後の籾は,均分器で二分し帯緑色籾調

査用と籾水分測定用に供試した。帯緑色籾歩合は,完全

に籾が黄化していない籾を帯緑色籾として扱い,達観で

仕分け全籾数に対する粒数比で算出した。籾水分の測定

は,米麦単粒水分計 CTR800E(静岡精機)で ‐粒ずつ

300～ 400粒の籾の水分を測り平均値を籾水分とした。

3 試験結果及び考察

(1)帯緑色籾歩合とa*値の関係

帯緑色籾歩合の推移パターンが異なる2000年と2001年

の状況を図 1に示した。2000年は高温登熟の年であり,

2001年は出穂後低温で傾穂が遅れた登熟条件であったた
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図 2 籾色 a*値 の推移状況
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め,出穂後積算気温 700℃以降から両年の帯緑色籾歩合

に差がみられた。この同じ試料を測定した籾色 at値の

推移を図 2に示した。 a*値は出穂後積算気温 400℃か

ら1200℃の間で 7か ら+6の値を示した。すなわち,登熟

の進行にしたがってマイナスからプラス値に変化し,成

熟した籾になるとはぼ+6で頭打ちとなった。

また,帯緑籾歩合の推移と同様に,積算気温 700℃付

近から年次による違いがみられることから, at値で登

熟経過の状況を追跡できると考えられた。

次に,帯緑色籾歩合とa*値 との関係を図 3に示した。
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図 3 籾色a*値 と帯緑色籾歩合との関係 12001年 )

登熟の経過に伴い籾殻のクロロフィルが減少することに

よつて緑色が退色し籾の黄化が進むことになる。肉眼で

は, at値が+1よ り大きくなった頃から籾の黄化として

識別できるようになった。さらに,図 3のプロットに示

したように, at値が+は り大きくなると帯緑色籾歩合

が直線的に低下する関係がみられた。したがって,帯緑

色籾歩合を色彩計で求めるには, a*値が+lを越えてか

ら回帰式に当てはめる必要がある。

② 籾水分とa,値の関係

帯緑色籾歩合が籾水分と関係すると考えられることか

ら, at値と籾水分の関係を図 4に示した。 aネ 値が-6

～+5までの間では, a*の値が大きくなるほど籾水分が
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図4 籾色a*値 と籾水分との関係 0001年 ,2002年 )

直線的に低下し,2000年 , 2001年の登熟経過が異なる

両年で同じ回帰式となった (相関係数09281。  a*値が

+5よ り大きい場合, a*値の変化よりも,籾水分の減少

割合の方が大きくなり回帰式からはずれた。

13)刈取り適期判定への a*値の利用

移植時期を変え,登熟条件が異なるよう処理した供試

籾の籾水分の推移を図 5に示した。出穂後積算気温

400℃ から1200℃過ぎまで籾水分は徐々に減少し,直線

回帰式で表すことができる。さらに,刈取り適期の目安

が籾水分で21%～ 25%と されることから,出穂後の気温

と籾水分から刈取り適期を判定することができる。

そこで, a*値を測定することによって,図 4に示し

た関係式から刈取り始期までの籾水分が推定できるので,

図 5の気温と籾水分との関係を利用し,刈取り適期を判

定できると考えられた。
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図5 登熟期間の籾水分の推移状況 θ002年 )

4 まとめ
登熟期間の籾色の特性は,色彩計によるLオ a*b*表色

値のうち a*値で表示することができた。 a*値が+1よ

り大きくなった時点から籾の黄化を肉限で識別でき,帯

緑色籾歩合と相関がみられた。籾殻が黄化する前の緑色

の退色程度もa*の値として測定できた。

また, aホ 値が 6～+5までは籾水分と直線回帰式が成

りilち , a*値から刈取り始期までの籾水分の推定が可

能であると考えられた。
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